
 

 

 

 

 

 

 

一人一人が主役になれた「学芸会」 

 学芸会が２日後に迫った先週２０日（木）の一斉下校で、私は男川っ子に向けてこう言いました。 

「あさっては、いよいよ学芸会の本番です。でも、学芸会は、劇の主人公が主役なのではありません。

あなたがせりふを言っているとき、歌っているとき、踊っているとき、その瞬間は、あなたが主役なの

です。そのことを忘れずに、一生懸命頑張りなさい。」 

こうして迎えた学芸会当日。子供たちは一生懸命に歌い、踊り、自分で考えた最高の表現をしました。

そして、私の期待どおり、一人一人が主役になることができました。子供たちの確かな成長が見られた

３年ぶりの学芸会は、とても心地よい余韻を残して、その幕を閉じました。 
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